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 変更解約告知制度は労働条件変更の法理に深くかかわっており、本論文ではこうした労働条件変更法理その
ものも広く検討対象とされているが、その分析は的確であり、ドイツ労働法の基本的特質をえぐり出す結果と
なっている。きわめて幅広い関心をもち、大量のドイツ語論文を的確に読みこなす能力をもつ者にして初めて
書くことのできた論文であるといえる。 
 ドイツ法研究をふまえた日本法への提言も、その内容には賛否両論がありうるものの、説得力をそなえたも
のであり、今後大いに議論の対象にされるものと考えられる。 
 この論文の難点としては、ドイツの労働条件変更法理を分析した第５章がかなり長大であり、全体の論旨の
展開に若干の問題があること、ドイツの学説・判例の紹介が若干羅列的であり、それぞれの議論の位置づけや
立体的な分析という点で物足りなさを感じる点などがある。 
 しかし、本論文は、こうした若干の難点にもかかわらず、日本における変更解約告知論や、より広くいって
労働条件変更論において、きわめて重要な情報を提供し重要な問題を提起する学問的価値の高い論文と評価す
ることができる。 
 以上のことから、論文審査委員全員一致により、博士論文として合格と判定した。 
